尾 崎 放 哉 選 句集 

青空 文庫 版 まえがき 

この HTM1. ファイルに は、 種 田 山 頭 火と 並んで い 

わ ゆる 自由 律 俳句 を 代表す る 俳人、 尾 崎 放 哉 (お ざき. 

ほう さい。 一八 八 五 I 一九二 六) の 作品 を 年代 を 追つ 

て 並べた。 放 哉の 句作 は 早く 中学 時代に 始まって おり、 

四 一 歳で 死去す るまでの 足 どり を 十の 時期に 区分して 

ある。 

ここに 掲載した の は、 もとより 放 哉の 句 すべてで は 

なく、 ごく 一部に すぎない。 選択に あたって は、 若い 

人々 に 読まれる こと を 願い、 できるだけ 平明な ものに 



絞った。 また、 各 章の はじめに は その 時期の 放 哉に つ 

いての 簡単な コメント をつ けて ある。 

放 哉の 句 は 表記が 異なって 公表され ている ものが 少 

なくない。 デジタル 化に あたり、 『尾 崎 放 哉 句集』 (彌 

生 書房) 『尾 崎 放 哉 全 句集』 (春秋 社) を 底本と し、 表 

記が 異なる もの は 双方 を 掲載した。 ( ) 付きの 句の 

表記 は 『尾 崎 放 哉 全 句集』 に 基づく。 〈編集 I 青空 文 

庫 • 浜 野〉 
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I 小豆 島 時代 〔中学 時代〕 

尾 崎 放 哉 は、 明治 一八 二 八 八 五) 年 一 月 二 〇 日、 

鳥取県 邑美郡 (現 鳥 取巿) 吉方 町に 父 尾 崎 信 三、 母な 

かの 次男と して 生まれた。 本名 秀雄。 明治 三 〇 ( 一 八 

九 七) 年、 県立 第一 中学校に 入学。 句作 はこの 頃 始まつ 

た。 

きれ W の 糸 かかりけ り 梅の 枝 

水 打 つ て 静かな 家 や 夏 やなぎ 



病い へずう つうつ として 春く るる 

行 春 や 母が 遺愛の 筑紫琴 

鬥 一 高 時代〕 

明治 三 五 (一九 〇 二) 年、 放 哉 は 上京して 第一 高 

等 学校 ( 一 高) に 入学。 一 年 先輩に のちに 俳句の 上で 

の 師匠 格と なる 荻 原 井泉水が いた。 放 哉 は 井泉水 主宰 

の 俳句の サ— クルに 加入した が、 熱心ではなかった と 



しぐ る、 や 残菊 白き 傘の 下 

峠路ゃ 時雨 晴れたり 馬の 声 

酒の まぬ 身 は 葛 水の つめた さよ 

【大学 時代〕 

明治 三 八 ( 一 九 〇 五) 年 六月に 第 一 高等学校 を 卒業 

した 放 哉 は、 同年 九月、 東京 帝国 大学 法学部に 入学。 

千駄 木で 自炊 生活 をした。 この頃に は 『ホ トト ギス』 



大木に かくれて 雪の 地蔵 かな 

あの 僧が あの 庵へ 去ぬ 冬 田 かな 

一 つ 家の 窓 明いて 居る 冬 田 かな 

すき 腹 を 鳴いて 蚊が でる あくび 哉 

〔東京 時代〕 

明治 四 二 二 九 〇 九) 年、 放 哉 は 帝 大卒 業と ともに 

日本 通信社に 就職した が、 わずか 一か月で 退職。 つい 



で、 翌々 明治 四 四 二 九 一 一) 年、 東洋 生命保険会社 

に 入社。 同じ 頃に 鳥 取巿. 坂 根 寿の 次女 馨と 結婚。 



ひね もす 曇り 浪 音の 力 かな 

(ひね もす 曇り 居リ浪 音の 力 かな) 

護岸 荒る る 波に 乏しくなりし 花 

(護岸 あるる 波に 乏しくなりし 花) 

海が 明け 居り 窓 一 つ 開かれたり 



あかつきの 木木 をぬ らして 過ぎし 雨 

(あかつきの 木々 をぬ らして 過ぎし 雨) 

灯 をと もし 来る 女の 瞳 

海 は 黒く 眠り をり 宿に つきたり 

窓 あけて 居る 朝の 女に しじみ 売 

つめたく 咲き出で し 花の その 影 



休め 田に 星う つる 夜の 暖かさ 

若葉の 句の 中 焼 場に つきたり 

(若葉の 香 ひの 中 焼 場に つきた リ) 

今日 一 日の 終りの 鐘 をき き つ つ あるく 

青 服の 人 等 帰る 日が 落ちた 町 

妻が 留守 の 障子 ぼつと り 暮れたり 



雪 は 晴れた る 小 供 等の 声に 日が 当る 

小 供 等 さけび 居り 夕日に 押 合へ る 家 

芽ぐめる もの 見て ありく 土の 匂 

(芽ぐめる もの 見て ありく 土の 香 ひ) 

日 ま はりこ ちら 向く 夕べ の 机と なれり 

口笛 吹かる る 朝の 森の 青 さは 



【京 城 . 長 春 時代〕 

東洋 生命保険会社に 入社した 放 哉 は 会社員の 生活に 

なじめず、 大正 一 〇 二 九 ニー) 年に 退社。 翌年、 朝 

鮮 火災 海上保険 会社に 職 を 得て、 京 城に 赴任。 しかし、 

禁酒の 誓い を 守れずに 約 1 年で 退社、 旧 満州に 移る。 

土 くれの やうに 雀 居り 青草 もな し 

(土 くれの やうに 雀 居り 青草 も 無し) 



風の 中走リ 来て 手の 中の あつい 銭 

稲が かけて ある 野 面に 人 を さがせ ども 

何もかも 死に 尽 したる 野 面に て 我が 足音 

海苔 を あぶりて は 東京 遠く 来た 顔ば かり 

長雨 あまる 小 窓 で 杏 落 つるば かり 

(長雨 あき る 小 窓 で あんず 落 つるば かり) 



昼 火事 の 煙 遠く へ 冬 木 つらなる 

かぎりなく 煙 吐き 散らし 風 やまぬ 煙突 

犬が 視 いて 行く 垣根に て 何事 もな い 昼 

小 供 等た くさん 連れて 海 渡る 女よ 

鬥 一 燈園 時代〕 

朝鮮〜 旧 満州での 生活の 間に 肋 膜 炎 を 病んだ 放 哉 は、 

大正 一二 二 九 二三) 年 秋に 帰国。 一 時 長 崎に 住んで 



ねそべ つて 書いて 居る 手紙 を 鶏に 視 かれる 

皆 働きに 出て しま ひ 障子 あけた 儘の 家 

静かなる かげ を 動かし 客に 茶 をつ ぐ 

落葉 へらへ ら顔を ゆが めて 笑 ふ 事 

【須磨 寺 時代〕 

大正 一三 (一 九 二 四) 年、 放 哉 は 一 燈 園の 先輩の 世 



雨の 日 は 御 灯と もし 一 人 居る 

なぎさ ふり か へ る 我が 足跡 も 無く 

軽いた もとが 嬉しい 池の さざなみ 

(軽いた もとが 嬉しい 池の ささな み) 

静 もれる 森の 中 をのの ける 此の 一 葉 

井戸の 暗 さに わが 顔 を 見出す 



(たった 一 人に なり 切って 夕 空) 

墓原路 とてもな く 夕の 漁村に 下りる 

高浪 打ち かへ す 砂浜に 一 人 を 投げ出す 

雨に 降り つめられて 暮 るる 外な し 御堂 

昼寝 起きれば つかれた 物の かげば かリ 

何も 忘れた 気で 夏帽を かぶ つ て 



ねむの 花の 昼す ぎの 釣鐘 重たし 

氷 店が ひょいと 出来て 白波 

父子で 住んで 言葉 少な く 朝顔が 咲いて 

砂山 赤い 旗た てて 海へ 見せる 

声 かけて 行く 人に 迎 火の 顔 あげる 

(声 かけて 行く 人に 迎 火の 顔 を あげる) 



蛇が 殺されて 居る 炎天 を また い で 通る 

ほのかなる 草花の 匂 を 嗅ぎ出さう とする 

(ほのかなる 草花の 香 ひ を 嗅ぎ出さう とする) 

潮 満ちき つ てな く は ひぐ らし 

(潮 満ち 切 つ てな く は ひぐ らし) 

空に 白い 陽 を 置き 火葬場 の 太い 煙突 



海の あけくれの なんにもない 部屋 

銅銭ば かり かぞ へて 夕べ 事足りて 居る 

夕べ ひょいと 出た 一 本 足の 雀よ 

たば， /が 消えて 居る 淋し さ をな げすて る 

おだやかに 流る る 水の 橋 長々 と 渡る 

(を だ やかに 流る る 水の 橋 長々 と 渡る) 



庭石 一 つす ゑら れて 夕暮が 来る 

木槿が 咲いて 小学 を 読む 自分 であった 

藁屋根 草 はえれ ば 花 さ く 

(藁屋根 草 は へ れば花 さく) 

今朝の 夢 を 忘れて 草むしり をして 居た 

鳩が なく ま 昼の 屋根が 重た い 



仏 体に ほられて 石 ありけ リ 

(佛 体に ほられて 石 ありけ リ) 

足音 一 つ 来る 小 供の 足音 

何 かっか まへ た 顔で 児が 藪から 出て 来た 

昼 だけ ある 茶屋で 客が うたって る 

打ち そこねた 釘が 首 を 曲げた 



仏に ひま を もら つ て 洗濯して ゐる 

(佛に ひま を もら つ て 洗濯して ゐ る) 

た だ 風ば か リ 吹く 日 の 雑念 

二人よ つて 狐が ばかす 話 をして る 

うそ を つ いたやうな 昼の 月が ある 

酔の さめ かけの 星が 出て ゐる 



黒眼鏡 かけた 女が 石に 休んで 居る ばかり 

釘に 濡 手拭 かけて 凍てる 日で ある 

つめたい 風の 耳 二つ かたくつ いてる 

お 堂し めて 居る 雀が たんと もどって くる 

(お 堂し めて 居る 雀が たんと もどって 来る) 

降る 雨 庭に 流 をつ くり 咤び n 古る 



のら 犬の 脊の 毛の 秋風に 立つ さへ 

(のら 犬の 背の 毛の 秋風に 立つ さへ) 

人殺し ありし 夜の 水の 流る る さま 

水たまりが 光る ひょろりと 夕風 

片目の 人に 見つめられて 居た 

紅葉 あかるく 手紙よ むによ し 



赤ン坊 のな き w J ゑが する 小さ い 庭 を 掃い て る 

雀の あたたかさ を 握る はなして やる 

酒もう る 煙草もう る 店と なじみに なった 

灰の 中から 針 一 つ 拾 ひ 出し 話す 人 もな く 

曇り 日の 落葉 掃き きれぬ 一 人で ある 

門 をし める 大きな 音 さしてお 寺が 寝る 



うで 玉子く るりと むいて 児に 持たせる 

(うで 卵子く るりと むいて 児に 持たせる) 

かまき リば たりと 落ちて 斧 を 忘れず 

黒い 帯し つかりし めて 寒い 夜 居る 

師走の 夜の 釣鐘なら す 身と なりて 

師走の 夜の つめたい 寝床が 一 つ あるきり 



雪 を 漕いで 来た 姿で 朝の 町に 入る 

女と 淋しい 顔して 温泉の 村のお 正月 

破れた 靴が ばくばく 口 あけて 今日 も 晴れる 

(破れた 靴が ぱくぱく 口 あけて 今日 も 晴れる) 

寒鮒 を こごえた 手で 数へ て くれた 

落葉 掃けば ころころ 木の実 



犬 を かかへ た わが 肌に は 毛が 無い 

かたい 梨 子 を かじって 議論して ゐる 

(かたい 梨 子 をかぢ つ て 議論して ゐる) 

漬物 桶に 塩 ふれと 母 は 産んだ か 

渓 深く 入り 来て あかるし 

池 を 干す 水たまりと なれる 寒月 



にくい 顔 思 ひ 出し 石ころ をけ る 

底がぬ けた 柄杓で 水 を 呑まう とした 

(底がぬ けた 杓で 水 を 呑もうと した) 

雪空に じむ 火事の 火の 遠く 恋しく 

雀が さわぐ お 堂で 朝の 粥腹 をへ らして 居る 

犬よ ちぎれる ほど 尾 を ふ つて くれる 

(犬よ ちぎれる 程 尾 を ふ つて くれる) 



節分の 豆 を だまって たべ て 居る 

刈 田の なかで 仲が よい 二人の 顔 

花が 咲いた 顔のお 湯から あがって くる 

歯 を むきだした 鯛 を 威張って 売る 

(歯 をむ き 出した 鯛 を 威張って 売る) 

人 を 待つ 小さな 座敷で 海が 見える 



夕の 鐘つ き 切った ぞ みのむし 

(夕の 鐘つ き 切った ぞ みの虫) 

夕飯た ベ てな ほ 陽 を めぐまれて ゐる 

(夕飯た ベ て 猶陽を めぐまれて ゐる) 

〔小 浜 時代〕 

過酷な 労働と は 縁の ない 須磨 寺での 生活 は 放 哉の 気 

質に よく 合った が、 寺院 内の 紛争の ためにお よそ 一 〇 

か 月し か 続かなかった。 須磨寺 を 出た 放 哉 は、 大正 一 



四 ( 一 九 二 五) 年、 福井県 小 浜 町の 常 高 寺に 落ち着く _ 

あたま を そ つ て 帰る 青梅た くさん 落ちて る 

剃った あたまが 夜更けた 枕で 覚めて 居る 

(そった あたまが 夜更けた 枕で 覚めて 居る) 

一 人 分の 米 白々 と 洗 ひ あげたる 

時計が 動いて 居る 寺の 荒れて ゐる 



乞食に 話しかける 我と な つ て 草 も ゆ 

考へ事 をして ゐる たにしが 歩いて 居る 

(考へ 事 をして ゐる 田に しが 歩いて 居る) 

雪の 戸 を あけて しめた 女の 顔 

留守番 をして 地震に ゆられて 居る 

(留守番 をして 地震に ふられて 居る) 



臍に 湯 を かけて 一 人 夜中の 温泉で ある 

かぎりなく 蟻が 出て くる 穴の 音な く 

(かぎりなく 蟻が 出て 来る 穴の 音な く) 

かたい 机で うたた 寝して 居った 

蜘蛛が すうと 下りて 来た 朝 を 眼の 前にす 

雨の あくる 日の 柔らかな 草 を ひいて 居る 



とかげの 美しい 色が ある 廃 庭 

(とかげの 美く しい 色が ある 廃 庭) 

土塀に 突か ひ 棒 をして オルガン ひいて ゐる 学校 

(土塀に 突つ かひ 棒 をして オルガン ひいて ゐる 学校) 

うつろの 心に 眼が 一 一つ あいて ゐる 

母の 無い 児の 父で あつたよ 

淋しい からだから 爪が の び 出す 



ころりと 横になる 今日が 終って 居る 

一 本のから かさ を 貸して しまった 

朝 早い 道の いぬ ころ 

鬥 京都 時代〕 

貧乏 寺だった 常 高 寺での 生活 はまた たく 間に 終わり、 

放 哉 は 荻 原 井泉水 を 頼って 京都へ。 大正 一四 二 九 二 

五) 年の 七月から 八月、 関東大震災 後に 母と 妻 を 失い 



蓬 ひに 来た その 顔が 風呂 を 焚いて ゐた 

(逢 ひに 来た その 顔が 風呂 を 焚いて ゐた) 

旧暦の 節句の 鯉が を どって 居る 

【小豆 島 時代〕 

大正 一四 二 九 二 五) 年 八月、 放 哉 は 井泉水の 紹介 

を 得て、 小豆 島に 渡る。 西 光寺の 奥の院 南郷 庵の 庵主 

となった 放 哉 は、 酒と 作 句に 明け暮れる。 そして 翌大 

正 一 五 (一九 一 一六) 年 四月 七日、 病没。 享年 は 四 一 。 



叱れば すぐ 泣く 児 だと 云 つて 泣かせて 居る 

花が いろいろ 咲いて みな 売られる 

(花が いろいろ 咲いて みんな 売られる) 

秋風の 石が 子 を 産む 話 

(秋風の 石が 子 を 産む 話し) 

投げ出され たやうな 西瓜が 太つ て 行く 



壁の 新聞の 女 はいつ も 泣いて 居る 

鼠に ジ ャガ 芋 を たべられて 寝て 居た 

盆燈 籠の 下 ひと 夜 を 過ごし 故里 立 つ 

(盆燈 籠の 下 ひと 夜 を 過ごし 古郷 立つ) 

少し 病む 児 に 金魚 買う て やる 

風 吹く 家の ま はり 花 無し 



山 は 海の 夕陽 をう けて かくすと ころ 無し 

水 を 呑んで は 小便し に 出る 雑草 

花火が あが る 空 の 方が 町 だよ 

一 疋の蚤 を さがして 居る 夜中 

あけがた とろ リ とした 時の 夢で あつたよ 

(あけがた とろり した 時の 夢で あつたよ) 



おそい 月が 町から しめ 出されて ゐる 

(を そい 月が 町から しめ 出されて ゐ る) 

わが 肩に つかまって 居る 人に 眼がない 

蓮の 葉 押し わけて 出て 咲いた 花の 朝 だ 

切られる 花 を 病人 見て ゐる 

お祭り 赤ン坊 寝させて ゐる 

(お祭り 赤ン坊 寝て ゐる) 



陽が 出る前の 濡れた 烏 とんでる 

蜥蜴の 切れた 尾が はねて ゐる 太陽 

お 遍路 木槿の 花 を ほめる 杖つ く 

病人 花 活ける ほどに なりし 

(病人 花 活ける 程に なりし) 

朝靄 豚が 出て くる 人が 出て くる 



(朝靄 豚が 出て 来る 人が 出て 来る) 

迷って 来たまん まの 犬で 居る 

すでに 秋の 山山と なり 机に 迫リ来 

(己に 秋の 山山と なり 机に 迫り 来) 

久し振りの 雨の 雨だれの 音 

都の はやりうたうた つ て 島の あめ 売り 



障子 あけて 置く 海 も 暮れき る 

(障子 あけて 置く 海 も 暮れ 切る) 

あらしが すっかり 青空に してし まった 

淋しき ままに 熱さめ て居リ 

淋しい 寝る 本がない 

月夜 虱 ある 一 人 咳して 



お 粥 煮えて くる 音の 鍋ぶ た 

(お 粥 煮えて くる 音の 鍋 ふた) 

一つ 二 っ螢 見て たづぬ る 家 

爪切った ゆびが 十本 ある 

鳳仙花の 実 を はねさせて 見ても 淋しい 

障子の 穴から 視 いて 見ても 留守で ある 



入れ ものが 無い 両手で 受ける 

朝 月 嵐と なる 

秋 山 広い 道に 出る 

口 あけぬ 蜆 死んで ゐる 

せき をしても ひとり 

(咳 をしても 一 人) 



と っぷリ 暮れて 足 を 洗 つ て 居る 

昼の 鶏な く 漁師の 家ば かり 

海 ffl げる 日の 大河 を 入れる 

山火事の 北国の 大空 

墓の うらに 廻る 



あす は 元日が 来る 仏と わたくし 

(あす は 元日が 来る 佛と わたくし) 

夕 空 見てから 夜食の 箸と る 

窓 あけた 笑 ひ 顔 だ 

おそくな つて 月夜と なった 庵 

(を そくな つて 月夜と なった 庵) 

小さい 島に 住み 島の 雪 



(肉が やせて くる 太い 骨で ある) 

一 つの 湯 呑 を 置いて むせて ゐる 

やせた からだ を 窓に 置き 船の 汽笛 

すっかり 病人に なって 柳の 糸が 吹かれる 

春の 山のう しろから 烟が出 だした 
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